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はじめに 

 

１ 食事摂取基準の改定の趣旨 

食事摂取基準は、健康増進法第 16 条の 2 に基づき厚生労働大臣が定めるものとして、国民の健康

の保持・増進、生活習慣病の発症予防を目的として、食事によるエネルギー及び各栄養素の摂取量に

ついて、「食事による栄養摂取量の基準」（平成 27 年厚生労働省告示第 199 号）として示すもので

ある。 

この食事摂取基準は、科学的根拠に基づく栄養政策を推進する際の基礎となるものとして、また、

事業所給食、医療・介護施設等の管理栄養士、医師等が健常者及び傷病者の栄養・食事管理、栄養指

導等に活用できるものとして、2005 年版の策定以降、5 年ごとに改定を行ってきた。 

厚生労働省は、令和 7 年度から適用する食事摂取基準を策定するため、「日本人の食事摂取基準

（2025 年版）」策定検討会及びワーキンググループを設置し、栄養に関する国内外の最新の知見、各

種診療ガイドラインの改定内容等を参照しつつ、科学的な検討を重ねてきた。 

令和 6 年度から開始した健康日本 21（第三次）では、その方針として、生活習慣の改善、主要な生

活習慣病の発症予防・重症化予防の徹底を図るとともに、社会生活を営むために必要な機能の維持・

向上等の観点も踏まえた取組を推進することが掲げられている。今回の食事摂取基準は、こうした健

康・栄養政策の動向を踏まえた内容としており、この一環として、「生活習慣病及び生活機能の維持・

向上に係る疾患等とエネルギー・栄養素との関連」の節では、生活機能の維持・向上の観点から、生

活習慣病に加えて、新たに骨粗鬆症とエネルギー・栄養素との関連も整理した。 

 

 

図１ 日本人の食事摂取基準（2025 年版）策定の方向性 
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２ 「日本人の食事摂取基準（2025 年版）」策定検討会報告書の活用について 

「日本人の食事摂取基準（2025 年版）」策定検討会報告書は、総論と各論で構成される。総論では、

食事摂取基準で設定した指標及びその活用に関する基本的な事項を整理した。各論では「エネルギー・

栄養素」、「対象特性」及び「生活習慣病及び生活機能の維持・向上に係る疾患等とエネルギー・栄

養素との関連」の節から成る。 

「エネルギー・栄養素」の節には、エネルギー及び各栄養素の各指標の値を定めるに当たっての定

義とその策定方法について示し、最新の知見や今後の改定に向けた課題も整理した。「対象特性」の

節には、妊婦・授乳婦、乳児・小児、高齢者の対象者別に、食事摂取基準の活用に当たって特に留意

すべき点について記述した。「生活習慣病及び生活機能の維持・向上に係る疾患等とエネルギー・栄

養素との関連」の節では、習慣的な栄養素等の摂取量が深く関連し、かつ、現在の日本人にとってそ

の発症予防と重症化予防が特に重要であると考えられる生活習慣病（高血圧・脂質異常症・糖尿病・

慢性腎臓病）及び生活機能の維持・向上に係る疾患等（骨粗鬆症）について、エネルギー・栄養素摂

取との関連について整理している。今回の改定においては、本節で扱う疾患等の考え方を整理し、そ

れに合致する疾患等として骨粗鬆症を追加した。 

食事摂取基準の活用に当たっては、エネルギー及び各栄養素の摂取量について設定された値だけで

なく、この「日本人の食事摂取基準（2025 年版）」策定検討会報告書で整理する策定の基本的事項や

策定の考え方、留意事項等を十分に理解することが重要である。 

 

３ 今後の食事摂取基準の在り方 

我が国の食事摂取基準の改定も回を重ね、指標の考え方や栄養素ごとの策定方法が標準化されてき

た。今般の「日本人の食事摂取基準（2025 年度版）」の策定を通して、今後、より標準化された質の

高い見直しを行うための課題についても議論を行った。 

その中で、これまで我が国の食事摂取基準については、厚生労働省が行政政策として検討会を設置

し、5 年ごとの改定を行ってきたが、社会背景の変化や科学的知見の集積状況等によっては、適切な

改定時機が異なる場合も想定される。加えて、今後も引き続き質の高い見直しを行うためには、最新

の科学的知見や諸外国の動向等の情報を常時確実に収集・検証することが前提である。必要な時機を

逸せずに見直し作業を行うための体制の検討及びその構築が急務であることが指摘された。 

厚生労働省においては、本検討会で示された方向性を踏まえて、次回以降の改定に向けて、上記の

指摘について具体の検討が行われることを期待する。 



「日本人の食事摂取基準」策定検討会 開催経緯 

 

＜検討会＞ 

回数 開催日 議題等 

第 1 回 令和 5 年 8 月 1 日 ・ 日本人の食事摂取基準（2025 年版）の策定の方向性に

ついて 

第 2 回 令和 5 年 9 月 22 日 ・ 日本人の食事摂取基準（2025 年版）の策定の方向性に

ついて 

第 3 回 令和 5 年 12 月 12 日 ・ 食事摂取基準の策定について 

第 4 回 令和 6 年 2 月 9 日 

・ 「日本人の食事摂取基準（2025 年版）」策定検討会  

報告書の策定のポイントについて 
・ 今後の食事摂取基準のあり方を検討するための論点

の整理について 

第 5 回 令和 6 年 3 月 6 日 ・ 「日本人の食事摂取基準（2025 年版）」策定検討会  

報告書（案）について 

 

＜ワーキンググループ＞ 

回数 開催日 議題等 

第 1 回 令和 5 年 9 月 8 日 
・ 日本人の食事摂取基準（2025 年版）の策定に向けたレ

ビュー及び摂取基準の検討に係る作業の具体的進め

方について 

第 2 回 令和 5 年 9 月 12 日 ・ 「日本人の食事摂取基準（2025 年版）」策定検討会報

告書の構成について 

第 3 回 令和 5 年 10 月 3 日 

・ 日本人の食事摂取基準（2025 年版）の策定方針につい

て 
・ 脂溶性ビタミン、多量ミネラル及び微量ミネラルにつ

いて 

第 4 回 令和 5 年 10 月 10 日 ・ エネルギー、たんぱく質、炭水化物、脂質、エネルギ

ー産生栄養素及び水溶性ビタミンについて 

第 5 回 令和 5 年 11 月 13 日 ・ 生活習慣病等とエネルギー・栄養素との関連について 

第 6 回 令和 6 年 1 月 19 日 ・ 策定検討会報告書の内容について 
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